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弁護過誤が原因の具体的紛争事例に基づき、
弁護士業務の指針を示した唯一の事例解説！

事例にみる
弁護過誤
どうすれば回避できたのか

本書の特長

どのような弁護過誤事例があり、
どうすれば弁護過誤のリスクを回避できたのか
弁護士の業務場面ごとに学ぶことができる！

事例ごとに「事案の概要」「判旨」「解説」
「KeyPoint」の構成で、何が法的に問題だったか、
どうすれば訴訟に発展することを防げたかを解説！

普段の業務遂行方法に、問題がないか
ふりかえる契機となる一冊！

どのような弁護過誤事例があり、
どうすれば弁護過誤のリスクを回避できたのか
弁護士の業務場面ごとに学ぶことができる！

事例ごとに「事案の概要」「判旨」「解説」
「KeyPoint」の構成で、何が法的に問題だったか、
どうすれば訴訟に発展することを防げたかを解説！
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この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービスといたし
ます。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料550円（税込）にてお届けいたします。

＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを    で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。

年　　　　月　　　　日

書　　　　名 価格 部数

お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利用させていただきます。また、お客様の個人情報は、
弊社ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利用停止を希望される場合、その他お問い合わせにつきまし
ては、お問合せフォーム(https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php)かフリーダイヤルにてご連絡ください。フリーダイヤル　 TEL.0120-203-696  　 FAX.0120-202-974

お客様の個人情報の
取扱いについて

キ　リ　ト　リ　線

取 扱 い申　込　書　〈第一法規刊〉

＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送業者
に現金でお支払いください。その際、クレジットカードはご利用
いただけません。

1万円以下の場合、330円（税込）
3万円以下の場合、440円（税込）
10万円以下の場合、660円（税込）

■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
　 FAX.0120̶302̶640

■ 第1編 総論

第1章 弁護士の注意義務
 1 依頼者に対する責任
 2 相手方、第三者に対する責任
第2章 弁護過誤における因果関係
第3章 弁護過誤の損害(期待権侵害)
第4章 弁護過誤訴訟の立証責任
第5章 弁護士賠償責任保険
 1 概要
 2 保険の目的、対象
 3 事故対応
 4 免責事由（認識ある過失）
 5 おわりに

■ 第2編 事例紹介

第1章 依頼者との関係
 1 受任・辞任に関する問題
  事例1　委任意思の確認
  事例2　受任範囲の確認
  事例3　受任しない事件についての説明義務
  事例4　法律相談における責任
  事例5　利益相反の確認
  事例6　尋問直前の辞任に対する責任

 2 訴訟遂行・事件処理における問題
  事例7　弁護士の裁量
  事例8　弁護士業務と期待権侵害
  事例9　処理方針の助言・意向確認
  事例10 専門外の事件と弁護士の注意義務
  事例11 勤務弁護士と依頼者の法律関係

 3 債務整理・破産申立てにおける問題
  事例12 債務整理における事件処理方針
  事例13 破産申立代理人の財産散逸防止義務
  事例14 破産申立代理人の債権者に対する責任

 4 和解における問題
  事例15 和解権限の範囲
  事例16 和解条項と課税
  事例17 非弁提携・和解意思の確認
  事例18 和解成立後の紛争再燃防止義務

 5 期間徒過
  事例19 控訴期間の徒過
  事例20 損害賠償請求権の時効
  事例21 遺留分侵害額請求権の時効消滅

 6 報酬をめぐる問題
  事例22 報酬決定時の説明義務違反
  事例23 報酬が暴利に当たるとされた例

 7 刑事事件における問題
  事例24 被告人の意向に反する弁論
  事例25 被告人の意向に反する証拠の同意
  事例26 被害者との示談交渉の不履行

 8 特定の地位・職務に伴って生じる問題
  事例27 成年後見監督人の責任
  事例28 特別代理人の責任

 9 守秘義務違反
  事例29 守秘義務の発生

第2章 第三者との関係
 1 訴訟遂行における問題
  事例30 準備書面による名誉毀損
  事例31 証拠による名誉毀損
  事例32 証拠によるプライバシー侵害
  事例33 前訴判決の騙取を理由に
        弁護士の責任を問われた事例
  事例34 不当訴訟
  事例35 不当な保全命令・執行

 2 破産管財業務における責任
  事例36 破産管財人による債権者保護
  事例37 破産管財業務の迅速処理の懈怠
  事例38 破産管財人の調査義務の懈怠

 3 刑事事件における問題
  事例39 被告人の利益擁護と刑法上の名誉毀損
  事例40 告訴による名誉毀損
  事例41 預り金の返還

 4 その他弁護士業務上の責任
  事例42 依頼者の違法行為を防止する義務
  事例43 契約相手方に対する責任
  事例44 面会交流に関する誠実協議義務

第3章 その他
 1 懲戒をめぐる裁判例
  事例45 懲戒取消しを求めた裁判例
  事例46 懲戒申立てと不法行為

 2 弁護士会会務と弁護士個人の責任
  事例47 資格審査会及び弁護士会の
         会長としての活動と弁護士個人の責任

 3 弁護士賠償責任保険約款をめぐる問題
  事例48 認識ある過失（セイクレスト事件）
  事例49 争訟費用
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判例索引
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